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§1 序 論
1)2)5)4)5)6)7)8)

Zsingmod.elに関 して有効 な欝定理 は多 く強磁性の場合 に限 られ ,Spin

間相互作用が反強磁性結合 を含む時には成立が保証 ざれない｡例えは ,Gri壬■f-

-yiths不等式については反例が示 されている02) 一般に ,任意の反強震性体 に

鍾 して成立す る定理が存在 しないだろう事はむ しろ当然であるO 三 亘の ぎ‡止rl

か らなる系を考え よう.第- と第二(･3gpinが反強磁性的蕪合を していれば ,

この二つは反平衡にな りたが る.しか し ,もし全 ての相互作用が反強磁性的で

あるとしたら第三の Epinは何 ちらを向いたら良いのだ ろ うか占それは Spin

間相互作用の相対的な大きさに よって定 る事になろう O これは反強磁性の場合I

は ,間組が本質的に多体問題だ とい う事を示 しているO-方 ,Le-ら-Yangの
1) 2)

定理 や Griffithsの不等式 の証明の要 点は ,問級を事実上二体問題に直 し

てしま う事にある｡

反 強磁性の場合 も適当な条件 をつけて ,この多体間鼠の困難 を除けるなら厳

密な定理が得 られ る｡実際 ,最近接相互作用の場合 には単純立方格子ならこの
9)

困難がない｡そ してこの場合は ,Yang の変換で強磁性の場合を羊直せ るのだ っ
9)

た｡ 以下 この Seriesで ,我 々は より複雑 な場合を考えてい く事になろ う｡ こ
l
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こでは ,前額で与えた Lee-Yang函数の性質が ,GriffithS不等式 と密接

に関連 している事∵を示す例をあげてお こう｡

§2 Griffiths不等式 と Lee-Yalng函数

Grif王■iths不等式a)始めの二つ ,

(日 < Si> o ≧ o a･llht≧ Ll

(ii) <SiS度>o ≧ o all hi- 0

6)
は ,Lee-Yel′ng函数の性質の直接の結果である事を示すO 前報で ,我 々は ,

Lee-Yang函数 f(Zl, ,ZN)揺 ,絶休債に於いて各 Ziの絶体値の増加

函数である事を示 した｡

強磁性 =sing襖型の分配函数 Foは , Zi(= eXP (PYli))の ‡Je･e-
1)

Ya,ng函数であるO そ こで ,hi2 0 にすれば ,

で ,
zi≧ 1, Fo(Z1 -･ZN)≧ 0

<si> ｡-lFo(Z･.,-･, ZN)了 1zi 謹 F｡(Z1, ,ZN) ≧ o
L

が導かれるO叉,外場がない時の強磁性 =∈亘ng 模型 を考 えると ,系が S担 n反

転に関して不変だか ら ,

Tr exp (-PHo)-2Tr･' exp (ニβHo)

1

ここに Tr'は ,為番目の Spin S鼻が常に 首 の値をとる様 な Sut･spa}ceに於

け る Trを意味す るo即ち ,S透 が前報の gnost Spinになってい る｡これ

は ,前に述べた様に ,

hi-喜 J緩 (i専 k, 舟: 壬･ixed)

とい う不均一磁場がある場合の分酉己函数で あるQ従って ,閉経の分配函数は ,

yi- eXP(β与Jih) (iキ 勘 k.･fixea)∠

の函数 として Lee-Yang函数になるo そこで ,前記の議論を くりか えせば ,

/
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Ziを yiでおきかえて '

<siS鼻♪ ≧ D allhi- 0

が導かれ る｡
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